第二回座談会アンケート調査結果
はじめに
　座談会のあとで「いつから日本語を勉強し始めますか」「日本語の四大技能には何か一番易しいですか」「日本語の四大技能には何か一番難しいですか」「毎日授業以外で日本語学習にどのぐらい時間を割いていますか」「どうして日本語を勉強したいですか」「誰の解決方法が君にとって役に立つと思いますか」「座談会内容についてどう思いますか」「今回の話した方法について改善したほうがよいところはどこですか」の八つの質問でアンケート調査を行った。
　以下にはアンケート調査の結果と推察、結論をまとめます。
1. 結果
（1） の質問の結果から、小学校から日本語を勉強し始めた人は1人で、中学校から勉強し始めた人はなし、高校から勉強し始めた人は5人で、大学から勉強し始めた人は13人がいます。このアンケート調査の結果から見ると、大部分の日本語学習者が大学に入ると日本語を勉強し始めました。
（2） （3）の質問の結果から、大学二年生の学生は「読む」ことが一番易しいと思われ、「聞く、話す、書く」の部分が難しいと感じていることが分かります。今回のアンケートでなぜこう思っているかを聞き出すことはできていないが、台湾の教育現場では「読む」ことを中心として教えられ、「聞く」と「話す」に関しては接触機会があんまりないのではないでしょうかと考えられます。「書く」に関しては「語彙量不足」や「文法の変化」など学び難いと思われるのではないでしょうかと考えられます。
（4） の質問の結果から、最も多いのは「一時間以内」と「一時間から二時間」です。
（5） の質問の結果から、「日本に旅行したい」、「日本の文化が好き」、「日本のサブカルチャーが好き」という回答があって、親日国と呼ばれる台湾では、距離の近さ・日本円の安さ・観光ビザ不要などの原因があるのではないでしょうかと考えられます。「将来の仕事のため」という回答は挙げられて、台湾より給料が高い・自分の日本語能力を生かしたい・言語能力が身につきたいなどの原因があるのではないでしょうかと考えられます。
（6） の質問の結果から、朱さん（会話）学習方法が自分に合っていると感じている人が多いです。リフレクションして相手を意識する・活発な話し方・具体的用例、役に立つ学習方法を薦めるなど、心に惹かれるいい点があると考えられます。
（7） の質問の結果から、19人からアンケートを回収し、11人がまあまあと回答して、8人が役に立つと回答します。1人が役に立たないと回答します。ある人は二つの選択を選びました。
（8） の質問の結果から、「日本人を知り合いになる方法」「お勧め学習アプリや学習サイト」「実用な内容を知りたい」「聴解力の向上」「日本と台湾の授業方法の違いところ」「もし語彙本を買わなかったら、どうやって語彙量を積み上げるか」以上六つの質問があります。
（9） の質問の結果から、「その他」と答えられた人は9人がいますけれども、実際に意見を挙げてくれた人は3人しかいません。「パワーポイントの内容がもっと多いほうが良い」「留学についてもっと詳しく説明ほしい」「話し内容がもっと簡潔に説明ほうが良い」という意見があります。
[bookmark: _GoBack]　結論：このアンケートを通して、朱さんが経験を分かち合って、会話力と聴解力が苦手だと思う二年生にとって役に立つ人が多いと分かります。私たちは発表の内容を真剣に準備しましたが、緊張しすぎので、言いたいことが簡潔に言えなくて、二年生が知りたいことを完璧に伝えられません。
